
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充実した楽しい冬休みを 
                                         校長 田中 美由紀 

 

朝、スキーウエアーに身を包んだ「もこもこ」の子どもたちが「寒いけど暑い！」と言って登校してきま

す。一生懸命に雪を漕いで歩くとスキーウエアーの中が暑くなるのに、外気の寒さにさらされた顔は冷たい

ため、真っ赤な頬で訴えてくるのです。かわいそうだと思う一方で、なんとも可愛らしく思わず笑みがこぼ

れます。本格的な冬がやってきました。 

明日からは、子どもたちが楽しみにしていた冬休みが始まります。子どもたちの生活の場が学校から家庭

や地域に戻ります。地域の行事などに参加し、地域の中で様々な体験をしてほしいと思います。年末年始を

はさんだ休みですので、家族団らんでゆっくりできる時期でもあります。お正月を家族でゆっくり過ごし

て、今年はどんな一年にするのかを家族みんなで話し合ってみてはどうでしょう。「一年の計は元旦にあり」

と言われます。「なりたい自分」や「目標」についてあらためて考え、その実現に向かって「努力する」とい

う誓いを元旦に立ててみるのもよいでしょう。 

日本は、四季折々の行事があり、暮らしに彩を添えていました。冬休み中にも多くの年中行事がありま

す。大晦日、お正月、七草がゆ、鏡開き…日本の文化について考えたり、体験したりすることも、子どもに

とって良い学びになることでしょう。 

一方で、冬休み中は生活のリズムが崩れがちです。早寝・早起き・朝ご飯など基本的な生活習慣の継続に

ついての声かけをお願い致します。さらに、冬休み中は学習者用端末を持ち帰りますので、「えべつスマート 

4 RULES」をもとに、利用時間や利用方法の約束について、お子さんとの確認をお願い致します。 

冬型の事故等にも十分に気をつけるように学校でも指導していますが、ご家庭でも声かけをお願い致しま

す。子どもたちにとって、充実した楽しい冬休みになり、令和７年の１月１７日に元気な笑顔で会えること

を心待ちにしています。（１月１４日のPTA冬のイベント：予備日１５日への参加もお待ちしています。） 

終わりになりますが、この一年、本校の教育活動に対しまして、保護者や地域の皆様より温かいご支援と

ご協力をいただきましたことに厚くお礼申し上げます。 

どうぞ良いお年をお迎えください。 

  

 

 

江別市の友好都市は高知県土佐市です。コロナ禍を除き、毎年小中学生による相互交流が行われていま

す。この交流を通し、友情を深めたり、互いの土地の歴史や文化、生活を知ったりすることで、郷土を愛す

る心を育てることを目的としています。今年は、5年生の西川 詩（にしかわ うた）さんが土佐を訪れ、

貴重な経験を重ねてきました。１月には土佐からの訪問団が江別市にやってきます。そ

の訪問団のうち４名の５年生が１月２２日に文京台小学校にやってきて、１日を過ごし

ます。その日は、４人の小学生を歓迎する全校集会も予定しています。北国の暮らしを

体験してもらうとともに、この出会いで多くの学びと喜びが生まれることを期待してい

ます。 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江別市立文京台小学校 

学校だより No. 1２ 

令和６年１２月２４日（火） 

TEL 386-7700  

FAX 386-7710 

【大麻中学校区 めざす子ども像】 
ともに支え合い 夢や可能性に向かって  

たくましく生きる子ども 

【文京台小学校 重点目標】 
「なりたい自分」を描き、他と共に高め合う文京台の子 

～子ども一人一人を主語とする文京台の教職員～ 

土佐との交流 


